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緒   言 
下痢症は世界の 5 歳未満小児の入院理由および死因の第 2 位であり、とくに低所得国

においては公衆衛生上の大きな問題である。下痢症の原因となる病原体は多様である

が、そのうちいくつかは、家畜およびその産物から同定される。たとえばサルモネラ

とカンピロバクターは鶏の糞や生肉から、クリプトスポリジウムや一部の腸内細菌は、

牛や豚から検出され、ヒトの下痢症の原因となることが知られる。また近年、ベトナ

ム人の小児下痢症症例から豚由来のロタウイルス G5P 株が同定されている。ベトナム

社会において家畜は家庭の重要な収入源であり、多くの家屋で動物を飼っている。そ

こで、家畜の有無と入院を要する小児重症下痢症の発生リスクとの相関を明らかにす

ることを目的としてコホート研究を行った。 
 
対象と方法 
本研究は、2006 年 6 月から 7 月に、ベトナム中南部都市のカンホア省にあるニャチャ

ン市ニンホア郡の 33 のコミューンにおいて実施した大規模住民横断調査の結果を基

礎データとして用いた。同調査では、社会因子、家屋構造、水道、家畜に関する情報

を収集し、家屋の地理情報を全地球測位システム（GPS）レシーバーを用いて記録し

ており、75,828 家屋、353,525 人が登録され、うち 5 歳未満小児は 24,768 人（7.0％）

であった。半数の家屋には水道があり、66％の家庭が便所を所有していた。 本研究

のアウトカムについては、2005 年 1 月から 2006 年 12 月の期間中に、2 つの地域中核

病院に入院した 5 歳未満症例の入院記録から、ICD10 コードに基づいて下痢症の症例

を抽出し、そのうち、住民調査に登録された小児を同定した。 以上のデータを使っ

て、対象地域に在住、また対象期間中に出生した 5 歳未満小児を対象とするオープン・

コホート研究を行った。ポアソン回帰分析を用い、小児の成長と同一家庭の自己相関



を考慮して、250 メートル四方内の家畜の密度と下痢症による入院のリスクの関係に

ついて、単変量・多変量解析を行った。 
 
結   果 
51,241 人年の追跡期間中、3,116 の下痢症入院のエピソードがあった。このうち 1,811
エピソード（58.3％）が、住民調査データとリンク可能であり、発生率は 60.8/1,000
人年であった。下痢症の季節変動については、弱いピークが乾季と雨季にみられた。

地理情報解析の結果、人口密度の高い地域では下痢症入院の発生率が低く、また複数

個所で、局所的なアウトブレイクの発生地「ホットスポット」が同定された。 下痢

症入院のリスク解析では、男児が女児よりリスクが高いこと、2 歳未満で最もリスク

が高く、年齢の上昇とともに減少すること、また、家屋内人口が多く、水道設備のな

い家屋ほどリスクが高いことが判明した。一方、対象地域の家屋のうち、32％が鶏あ

るいは鴨、10％が牛あるいは水牛、6％が豚、50％が犬、17％が猫を飼っていた。単

変量、多変量解析を行った結果、各種家畜の所有の有無は、小児下痢症入院のリスク

と関係していないことが判明した。さらに、家畜の密度との関係についても解析した

が量的依存関係は認められなかった。また、都市部と郊外、2005 年と 2006 年、下痢

症のピーク時とピーク時以外、アウトブレイク発生地域内外でリスク比が異なるかど

うかを検証したが、いずれも否定された。 
 
考   察 
本研究において、家畜の有無と小児重症下痢症の発生リスクの相関を示す結果は得ら

れなかった。詳細なサブグループ解析でも、結果は同様であった。本研究は、アウト

カムを入院症例だけに限定しており、家庭内での下痢症の発生は考慮していない。し

かし入院症例は重症例であり、これを対象にすることは研究の意義を減ずるものでは

ない。また、家畜の飼育状況および密度が、対象期間中に変化した可能性はあるが、

対象期間を 2006 年に限定した解析においても、結果は同じであり、本研究の結果の

妥当性を支持した。以上のことから、ベトナムにおける小児下痢症の公衆衛生対策に

おいて、家畜管理への介入の優先順位は高くなく、衛生環境の改善、衛生教育、上水

道の整備およびワクチン接種が重要であると考えられた。 
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